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五月七日午后　 子供の日を記念して千寿第三小学校で消防庁音楽隊の記念演奏が開かれました。

折からの雨で千住新橋グランドの予定が変更されたため講堂は良い子たちで超満員楽しい午后のひ
とときでした。

第
四
第
七
の
出
張
所
の
移
転

千
住
三
丁
目
に
あ
つ
た
第
四
出
張

所
は
そ
こ
か
ら
程
遠
く
な
い
千
住

四
丁
目
八
十
九
番
地
に
移
転
し
五

月
二
十
日
か
ら
事
務
を
取
り
扱
つ

て
い
ま
す
。
新
出
張
所
は
建
坪
約

二
十
七
坪
、
二
階
は
会
議
用
の
ス

マ
ー
ト
な
建
物
で
す
。

電
話
は
(
8
8
)
四
四
二
で
す
。

又
去
る
二
月
十
一
日
焼
失
し
た
第

七
出
張
所
は
再
建
工
事
を
急
い
で

お
り
ま
し
た
が
こ
の
程
よ
う
や
く

落
成
し
事
務
を
二
十
七
日
か
ら
取

り
扱
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

電
話
は
従
前
ど
お
り
(
8
8
)
一
六
六
五

で
す
。

農
繁
期
の
農
家
の
た
め
に

保
育
所
設
置
申
込
受
付

こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
る
農
家

の
た
め
に
、
労
働
の
軽
減
と
、
と

か
く
家
庭
に
放
置
さ
れ
が
ち
の
幼

児
や
低
学
年
の
児
童
を
預
つ
て
保

育
す
る
保
育
所
を
設
置
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領
で
早

目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

設
置
期
間

六
月
十
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
の
う
ち
、
三
十
日
間

施
設
の
選
定
と
必
要
な
器
具

学
校
の
空
室
、
公
民
館
、
神
社

等
で
保
育
に
必
要
な
部
屋
、
適

当
な
広
さ
の
運
動
場
、
集
合
に

便
利
な
こ
と
、
危
険
で
な
い
場

所
そ
の
他
必
要
な
器
具
が
あ
る

こ
と
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す

保
育
料

原
則
と
し
て
無
料

収
容
人
員

一
ケ
所
一
〇
〇
名
以
上

詳
し
い
こ
と
は
区
役
所
民
生
課
福

利
係
電
話
(
8
8
)
三
一
一
一
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

自
衛
官
の
募
集

六
月
十
日
ま
で

四
月
一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
自

衛
官
の
募
集
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

資
格
は
年
令
十
八
才
か
ら
二
十
五

才
ま
で
の
中
学
卒
業
程
度
の
学
力

あ
る
者

試
験
は
七
月
上
旬
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
区
役
所
総
務
課
で
行

つ
て
お
り
ま
す
、
詳
し
い
こ
と
は
(
8
8
)

四
四
〇
区
役
所
総
務
課
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。
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昭 和32 年 度 予 算
億 万 円

総 額 598, 534, 864

昭
和
三
十
二
年
度
の
新
予
算
は
三

月
十
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間

開
会
さ
れ
た
第
一
回
区
議
会
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
予
算
は
一
般
会
計
五
億
六
千
八

百
二
十
九
万
余
円
、
特
別
会
計
(

質
屋
事
業
)
三
千
二
十
三
万
余
円

で
前
年
に
比

較
し
て
九
千

二
百
六
十
四

万
余
円
の
増

額
と
な
つ
て

お
り
、
よ
り

以
上
の
区
政

の
進
展
が
期

待
さ
れ
ま
す

予
算
に
計

上
さ
れ
た

新
事
業

体
育
館
建
設

継
続
費

一
千
二
十

万
円

こ
れ
は
区
民

体
育
の
振
興

を
図
る
た
め

に
体
育
館
を

建
設
す
る
も

の
で
二
ケ
年
の
継
続
事
業
と
な
つ

て
い
ま
す
。
(
前
年
度
と
あ
わ
せ

て
総
額
三
千
四
十
万
円
)

町
名
地
番
整
理
費

七
十
七
万
三
千
余
円

明
治
の
始
め
に
定
め
ら
れ
た
地
番

は
そ
の
後
の
町
の
発
展
等
に
伴
つ

て
地
番
の
入
り
乱
れ

や
町
の
大
き
さ
等
の

違
い
で
区
民
の
日
常

生
活
に
及
ば
す
影
響

や
区
政
の
非
能
率
、

郵
便
、
訪
問
者
等
に

不
便
な
こ
と
が
多
い

の
で
こ
こ
で
合
理
的

な
も
の
に
整
理
し
区

の
将
来
の
発
展
に
そ

な
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
併
せ
て
飛
地

や
地
番
が
広
く
て
枝

番
の
多
い
地
域
も
整

理
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
主
と
し
て
梅
田

町
、本
木
町
、
千
住

緑
町
に
つ
い
て
五
年

計
画
で
行
な
う
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。

既
に
梅
島
支
所
庶
務

課
に
地
番
整
理
係
を

新
設
し
て
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

環
境
衛
生
費

五
十
二
万
円

カ
と
ハ
エ
を
な
く
す

運
動
も
三
ケ
年
計
画

の
最
終
年
度
に
入
り

効
果
的
な
駆
除
を
行

な
う
た
め
に
計
上
さ

れ
た
薬
品
の
購
入
費

等
で
す

昭和32 年度予算　( 一般会計)
才 入

才 出

足 立 区 の 人 口 状 況 32. 5. 1 現在

註　人口は配給台帳によつた数である
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商
店
経
営
の
指
針
に

買
物
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

百
貨
店
の
進
出
、
そ
れ
に
対
し
て

商
店
は
ど
う
し
た
ら
繁
栄
出
来
る

だ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
現
在
の
商
店

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
つ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
区
で
は
消
費

者
が
何
を
望
み
現
状
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
将
来
の

商
店
の
経
営
に
一
つ
の
指
針
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
区
内
の

婦
人
団
体
か
ら
無
作
為
に
二
千
人

を
撰
ん
で
買
物
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
い
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
ま
し

た
(
回
答
数
二
千
通
の
う
ち
一
四

七
五
通
、
回
答
率
七
三
、
八
%
)

一
、
回
答
者
の
家
族
構
成

二
、
回
答
者
の
職
業
別

三
、
買
物
は
地
元
で
す
る
か
百
貨

店
で
す
る
か
。

地
元
商
店
　

八
三
、
六
%

他
商
店
　
　

一
三
、
四
%

地
元
商
店
で
買
物
す
る
理
由
に

つ
い
て
は
品
物
が
豊
富
な
こ
と
(

四
七
・
九
%
)
を
筆
頭
に
安

い
、
顔
見
知
り
で
あ
る
等
の
順

に
な
つ
て
い
ま
す
。

し
か
し
中
元
、
年
末
等
の
買
物

に
つ
い
て
は
百
貨
店
と
商
店
と

区
別
す
る
も
の
が
三
八
・
七
%

に
な
り
品
物
に
つ
い
て
は
六
〇

・
二
%
に
増
え
て
き
て
や
は
り

百
貨
店
の
魅
力
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

次
に
品
物
の
種
類
に
よ
る
百
貨

店
と
商
店
と
の
利
用
率
と
グ
ラ

フ
に
示
し
て
見
る
と
左
の
図
の

よ
う
に
な
り
高
級
品
や
ぜ
い
た

く
品
は
百
貨
店
を
利
用
す
る
も

の
が
多
く
日
用
品
等
生
活
必
需

品
は
地
元
商
店
を
利
用
す
る
人

が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。

品物の種類による百貨店と商店 の利用率比較

四
、
百
貨
店
と
商
店
の
比
較

百
貨
店
と
商
店
の
そ
れ
ぞ
れ
が

も
つ
魅
力
そ
し
て
短
所
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま

す
。

百
貨
店
で
は
自
由
に
撰
べ
る
。

品
物
が
豊
富
で
あ
る
。
信
用
出

来
る
と
い
う
答
が
多
く
、
他
方

商
店
に
つ
い
て
は
自
宅
か
ら
近

い
、
何
時
で
も
す
ぐ
買
え
る
。

気
易
く
買
え
る
と
い
う
も
の
が

多
い
。

短
所
は
百
貨
店
は
遠
い
、
時
間

的
余
裕
が
な
い
。
余
計
な
も
の

ま
で
買
つ
て
し
ま
う
と
答
え
た

も
の
が
多
く
日
用
品
等
生
活
必

需
品
は
地
元
商
店
を
利
用
す
る

人
が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。

四
、
百
貨
店
と
商
店
の
比
較

百
貨
店
と
商
店
の
そ
れ
ぞ
れ
が

も
つ
魅
力
そ
し
て
短
所
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま

す
。

百
貨
店
で
は
自
由
に
撰
べ
る
。

二
九
・
七
%
、
品
物
が
豊
富
二

六
・
三
%

、
信
用
出
来
る
二
三

・
六
%
が
最
も
多
く
、
他
方
商

店
で
は
自
宅
か
ら
近
い
三
七
・

七
%
、
何
時
で
も
す
ぐ
買
え
る

三
一
・
五
%

、
気
易
く
買
え
る

一
三
・
二
%
の
順
に
な
つ
て
い

る
。
又
そ
れ
ぞ
れ
の
短
所
は
遠

距
離
で
あ
る
三
二
%

、
時
間
的

余
裕
が
な
い
一
八
%

、
余
計
な

も
の
ま
で
買
つ
て
し
ま
う
一
五

・
五
%

、
商
店
で
は
尾
行
販
売

が
最
も
多
く
三
一
・
六
%
、
品

物
が
少
い
二
四
・
八
%
、
食
品

の
非
衛
生
一
〇
・
九
%
な
つ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
月
賦
販
売
の
利
用
、
新
聞

広
告
、
チ
ラ
シ
の
読
ま
れ
て
い
る

状
況
等
に
つ
い
て
も
回
答
を
求
め

ま
し
た
が
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す

又
商
店
の
売
出
し
に
つ
い
て
は
値

引
販
売
を
希
望
す
る
も
の
が
多
く

八
六
%
に
も
達
し
て
い
る
の
は
興

味
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
回
答
者
の
希
望
を
求
め
た

と
こ
ろ
薄
利
多
売
、
接
客
態
度
、

食
品
販
売
の
衛
生
、
月
賦
販
売
等

に
つ
い
て
多
く
の
希
望
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

「
地
元
で
買
物
伸
び
ゆ
く
足
立
」

の
標
語
の
も
と
に
区
内
商
業
の
発

展
に
努
め
て
い
る
商
店
に
こ
れ
ら

の
結
果
が
消
費
者
と
商
店
の
意
思

の
疎
通
と
な
り
、
将
来
の
経
営
の

指
針
と
も
な
り
益
々
発
展
の
道
を

た
ど
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

あだちの
今昔

白
旗
塚

伊
興
町
白
旗

に
あ
り
、
広

さ
二
十
二
坪

土
段
円
墳
型

で
高
さ
二
米

程
の
、
上
部

に
松
が
十
五
六
本
生
え
て
い
る
塚

で
あ
る
。

東
武
線
竹
塚
駅
の
西
方
田
甫
の
中

に
見
え
る
松
山
が
そ
れ
で
、
こ
の

塚
は
康
平
五
年
源
頼
義
、
義
家
の

父
子
が
奥
洲
阿
部
氏
の
反
乱
を
鎮

圧
す
る
た
め
千
住
か
ら
こ
こ
に
来

て
、
土
族
兵
の
攻
撃
に
あ
い
苦
闘

の
す
え
勝
利
を
収
め
た
時
、
こ
の

地
に
白
旗
を
立
て
た
た
め
白
旗
塚

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
つ
た
と
い
う
。

風
土
記
に
よ
る
と
む
か
し
か
ら
こ

の
地
に
小
祠
が
あ
つ
た
が
、
こ
の

塚
に
近
寄
る
と
咎
あ
る
と
い
い
伝

え
ら
れ
誰
も
近
寄
る
人
が
な
か
つ

た
と
い
う
。
そ
れ
故
に
祠
は
廃
絶

し
て
無
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
又

塚
上
に
は
数
百
年
を
経
た
古
松
が

あ
つ
た
が
立
枯
と
な
り
、
後
大
風

の
た
め
に
吹
倒
さ
れ
、
そ
の
と
き

根
本
か
ら
発
見
さ
れ
た
多
く
の
武

器
の
中
、
一
本
の
刀
を
家
に
持
ち

帰
つ
た
人
の
家
族
が
皆
病
に
患
り

非
常
な
苦
し
み
を
し
た
の
で
こ
れ

は
劒
の
た
た
り
で
あ
る
と
称
し
て

恐
れ
元
の
よ
う
に
塚
の
中
に
太
刀

を
納
め
、
そ
の
上
に
松
を
植
継
し

た
と
も
い
う
。

こ
の
松
は
、
二
本
松
と
称
し
大
松

で
あ
つ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
枯

れ
現
在
は
径
一
尺
に
も
足
ら
な
い

松
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
中
央
に
白

旗
塚
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
つ
て

い
る
。

区
氏
相
談
を

御
利
用
下
さ
い

産
業
振
興
会
館
で
は
次
の
よ
う

に
相
談
を
行
な
つ
て
い
ま
す
。

1
法
律
　
毎
月
第
三
木
曜
日

午
后

2
税
務
　
毎
週
木
曜
日
　
午
后

3
商
工
　
毎
週
木
曜
日
　
午
后
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みんなの力で 蚊 とハ エ をなくしましよう

『蚊とハエをなくす都民運動』も今年で第3 年目になり ました。区でも保健所、

清掃事務所、教育委員会とともに5 月から9 月までを実施期間として予算を52

万円計上し薬品の購入にあてる等、足立区から一匹残らず「蚊とハエ」をなく

して明るい住み良い町にしようと張り切つています。

しかしこれもみんなの力でやらないと効果がありません。「蚊やハエ」の飛べ

る距離は大体1. 500 メートルから2. 000 メートル位といわれています。

それ故各戸ばらばらにやつたのでは効果がありません。婦人会、町会、自治会

などの地域社会の組織的活動をおこなうのが効果的です。

以下蚊とハエの生態駆除の方法等をお知らせして今後のご協力をお願いし ます。

蚊とハエの駆除に協力した地区としない地区
とではこんなに蚊とハエの数が違います

生 態

蚊やハエがいなくなればこんな利益がある。
蚊やハエがいなくなると伝染病が少くなり、カ
ヤをつらずにすみ、又家畜など安眠できるので
牛や馬は労働力を増し乳牛は2～3割多く乳を出
し、鶏は卵を2～3多く生み、豚は5～6貫目も余
計にふえます。

駆除の方法

成虫駆除の場合
ハエや蚊の成虫が冬を越す場所にD. D. T の5% 溶液
を1 平方米当り50cc( 1 坪当り1 合) を噴霧してお
けばそこにとまつたハヘや蚊を長い時期にわたつて
殺すことも出来ます。

ハエや さなぎ の駆除 の場合

ゴミタメや便所の汲取口の周囲の土を巾50cm 、 深
さ20cm 位堀りとつて、さなぎをふるいにかけてと
りだして焼くか、鶏など、の餌にするか土ごと50cm
以上の穴の中に埋める。

ハ エ の 駆 除

( 汲取便所)　汲取口や落し口は完全な蓋をして、窓に
は防虫網をはる。

( ご み)　台所から出るごみ厨芥は必ず蓋のある容
器にいれて出来るだけ早く運び出すか、
地面に穴を堀つて入れ、その 都度 土 を1
～2寸かぶせておく
普通のごみは完全なごみ箱に入れるか燃
えるものは焼きすてる

( 堆 肥)　コンクリートで堆肥置場をつくり、堆肥
を直角に積み重ねてゆき、時々これを切
返えす。

蚊 の 駆 除

( 下 水) 　絶えず清掃して、流れをよくしておき成
虫のひそむ草むらや、雑草などは根気よ
く刈り取る。

( 湿地、池、沼)　溝を堀つて排水するか、埋立ててしま
うのが理想、メダカ、金魚、フナなど魚
類を飼うのもよい。

( 空かん、空びん、墓石のくぼみ、花立、竹の切株)　
転がして水をなくす、また水がたまらな
いように土や砂を詰める。


